
授業科目名 担当講師名 対象学年 

看護研究 
寺師 敬子 

看護学科教員 
３年次 

授業形態 単位（時間） 教室等 学期 曜日 時限 

講義・演習 １（30） 教室・情報処理 前期 不定期 不定期 

実務経験 本科目は、看護師として実務経験のある教員による授業である。 

学修内容 ケーススタディとは、文献検索、研究計画書の作成、研究論文、抄録の作成 

到達目標 看護過程の客観的な検討、研究論文作成、論文発表、評価 

事前学習 実習記録・患者情報の整理 

授業計画  

№ 授 業 内 容 

１ 講義：ケーススタディとは何か。事例選択の方法、論文のまとめ方 

２ 講義：論文の書き方（テーマ、序論、事例紹介、看護の実際） 

３ 講義：論文の書き方（考察、結論）演習：テーマの選出 

４ 演習：研究計画書の作成、文献検索 

５ 演習：文献検索、論文作成（はじめに） 

６ 演習：論文作成（はじめに、事例紹介） 

７ 演習：論文作成（看護の実際） 

８ 演習：論文作成（看護の実際） 

９ 演習：論文作成（考察） 

１０ 演習：論文作成（考察～結論） 

１１ 演習：抄録作成 

１２ 演習：抄録作成、発表会役割分担、卒論委員会結成 

１３ 演習：抄録作成、印刷、抄録集の作成 

１４ ケーススタディ発表会 

１５ ケーススタディ発表会、評価 

履修上の要件 
１年次：情報科学を履修，パソコン操作の基礎を学習、看護研究の基礎 

テキスト、教材、 

参考書 

松元 孚：看護のためのわかりやすいケーススタディの進め方 
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成績評価の方法 出席状況、研究論文、抄録、発表態度 

備考 抄録集を作成する。卒業論文として取り組み、発表会で発表する。 

 


